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３．事後評価結果 

 

本研究では、高効率な熱と電気の直接変換が理論的に予想される、磁場中の熱電変換の一種である「ネ

ルンスト－エッティングスハウゼン効果」に着目し、従来型の熱電変換とは異なる原理により動作し、

高い量産性を持つ発電・冷却デバイスの最適構造の検討と開発、さらにデバイス評価技術の確立を目指

した。シミュレーションによる最適化設計を行ったうえで、強力な永久磁石の進化を利用しつつ新しい

デバイス開発に大きく寄与する成果を上げられた。また、磁場を用いて動作する新原理熱電変換デバイ

スの開発の課題へ向けた研究を行い、ネルンスト効果によって世界初の「外部磁場無し」で発電動作す

る正常効果型のデバイスを実証し、正常ネルンスト効果でも実用可能なモジュールを作製できることを

証明した点は高く評価できる。新聞に記事が掲載されるなど、社会的な関心も得た。 

今後は新規開発した熱電変換モジュールについて、磁場中の変換効率評価を実施していくことが望ま

れると共に、当該熱電変換モジュールの具体的な応用例（アプリケーション）を、試作機などで提案し

ていくことが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


